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子ども会の資源回収の様子です。みんなで子ども会の資源回収の様子です。みんなで
長瀬ひふみ会の資源回収

混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ分け

れ
ば
資
源
! !

町
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

窓口業務を延長している課は、次のとおりです。
税務課、住民課、子ども課、高齢者支援課、福祉課、水道課（ ）
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ゴ
ミ
を
不
法
投
棄
し
た
人
に
、
そ
の
理

由
を
尋
ね
る
と
、
「
ゴ
ミ
の
収
集
日
に
間

に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
捨
て
て
し
ま
っ

た
」
「
い
け
な
い
と
思
い
な
が
ら
つ
い
軽

い
気
持
ち
で
捨
て
て
し
ま
っ
た
」
「
引
越

し
で
大
量
の
ゴ
ミ
が
出
て
正
規
の
方
法
で

処
分
し
よ
う
と
し
た
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
費

用
が
か
か
る
こ
と
が
わ
か
り
、
つ
い
捨
て

て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
答
え
が
返
っ
て
き

ま
す
。
自
分
勝
手
で
安
易
な
気
持
ち
か
ら

ゴ
ミ
を
不
法
投
棄
し
て
し
ま
う
人
が
ほ
と

ん
ど
な
の
で
す
。

　　

不
要
な
も
の
や
邪
魔
な
も
の
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
自
分
勝
手
に
も
の
を
捨
て
て
し

ま
う
こ
と
が
不
法
投
棄
の
原
因
で
す
。
捨

て
ら
れ
た
場
所
で
は
、
景
観
が
損
な
わ
れ

る
ば
か
り
で
な
く
、
悪
臭
や
周
辺
の
土
壌
、

水
な
ど
の
環
境
に
様
ざ
ま
な
悪
影
響
を
お

よ
ぼ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
投
棄
物
の
撤
去

に
労
力
と
処
分
費
用
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　　　

不
法
投
棄
を
行
う
と
５
年
以
下
の
懲

役
も
し
く
は
１
千
万
円(

法
人
の
場
合
は

１
億
円)
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ほ
ど
重
い
罰
が
科
せ
ら
れ
る
の

は
、
不
法
投
棄
が
反
社
会
的
な
行
為
で
あ

る
た
め
で
す
。
つ
い
面
倒
だ
か
ら
と
軽
い

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

気
持
ち
で
不
法
投
棄
を
行
っ
て
し
ま
い
、

重
い
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
と

て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。　
　

　　　

ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
ご
み
集
積
所
や
処

理
施
設
に
搬
入
す
れ
ば
適
正
に
処
分
し
て

も
ら
え
る
家
庭
ゴ
ミ
。
で
も
、
町
内
外
の

一
部
の
心
な
い
人
に
よ
り
不
法
投
棄
さ
れ

て
し
ま
う
と
、
そ
の
ゴ
ミ
を
処
分
す
る
た

め
に
多
く
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
を

処
分
す
る
た
め
に
み
な
さ
ん
の
大
切
な
税

金
が
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

自
然
豊
か
な
私
た
ち
の
町
に
は
、
自
慢

で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
人

情
に
あ
ふ
れ
る
人
び
と
、
ゆ
ず
、
流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
、

鎌
北
湖
の
桜
や
紅
葉
な
ど
・
・
・
。
ご
み

の
不
法
投
棄
は
そ
ん
な
町
の
魅
力
に
泥
を

塗
る
行
為
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で

監
視
の
目
を
光
ら
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 不法投棄ごみランキング

不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
処
分
に
は

　

町
の
税
金
が
投
入
さ
れ
ま
す

不
法
投
棄
の
原
因

町内で、パトロー

ルや住民の方の通

報により発見され

た不法投棄ゴミの

数々です。

１位
２位

３位

地
域
へ
の
思
い
を
力
に

家庭から出る
紙ゴミなどが
最も多い。

次いで不燃ゴ
ミや廃タイヤ
が多い。

次に、ペンキ、ガレキ、自
動車部品、建築廃材などの
処理困難物や家電４品目

（冷蔵庫、テレビ、洗濯機、
エアコン）が多い。

 
美
し
い
自
然
が
泣
い
て
い
る

　
　

不
法
投
棄
の
悲
し
い
実
態
！
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町
で
は
、
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合

に
は
、
徹
底
的
な
調
査
を
行
い
、
不
法
投

棄
を
し
た
人
を
割
り
出
し
、
顛て

ん
ま
つ
し
ょ

末
書
お
よ

び
調
書
の
作
成
や
誓
約
書
の
提
出
を
求

め
、
不
法
投
棄
し
た
ゴ
ミ
を
回
収
さ
せ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
な
場
合
に
は
、
警

察
に
連
絡
し
、
不
法
投
棄
事
件
と
し
て
取

り
扱
い
、
検
挙
な
ど
の
厳
し
い
処
分
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

役
場
生
活
環
境
課
環
境
係

　

ｔ
２
９
５―

２
１
１
２　

内
線
２
１
１

　

・
２
１
２

　処分に多大な労力と処分費のかかる不

法投棄。捨てられないようにすることが

最善の防衛策です。
（注：個人の所有地内に不法投棄された場合は、

原則として所有者などの負担で撤去する必要があ

ります。）

　狙われる場所
　人気のない場所や見通しが悪く、人目

につきにくい場所が狙われています。　

　⇒草が生い茂った空き地

　⇒林道沿い

　⇒河川敷

　⇒農道脇

　⇒管理されていない山林および農地など

対策
　ゴミがゴミを呼びます。ゴミはこまめ

に処分し、死角を少なくするなどの対策

が必要です。

　⇒草刈りを行う

　⇒ゴミをこまめに処分する

　⇒監視活動を行う

　⇒死角をなくすなど見通しを良くする

※山林などの所有者は、杭などを設置し

て不法投棄されないような環境づくりに

心がけましょう。

町
で
は
厳
し
く
対
応
し
て
い
ま
す

※顛末書および調書を作成し、誓約書の提出
を求めます。また、これらの書類については、
事件として扱う場合の資料として関係機関に
提出することもあります。

①パトロールや住民からの通報によ
　り不法投棄されたゴミを発見しま
　す。

②不法投棄を行った者を特定するた
　め直ちに調査を開始します。

③不法投棄を行った者が特定された
　場合、聞き取り調査などを行いま
　す。

④不法投棄現場の原状回復を不法投
　棄を行った者に実施させます。

➡

➡

不法投棄されたごみの処理手順

不法投棄されないため
のポイント

誓
約
書

顛
末
書

調
書➡
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町
で
は
、
河
川
の
水
質
検
査
を

季
節
ご
と
に
年
４
回
、
町
内
11
か

所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査
は
Ｂ

Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
）、
大
腸
菌
群
数
な
ど
７
項
目

の
数
値
を
測
定
す
る
も
の
で
、
環

境
基
準
値
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

河
川
の
水
の
状
態
が
き
れ
い
か
ど

う
か
判
断
し
ま
す
。

  

水
の
汚
れ
具
合
を
表
わ
す
代
表

的
指
標
の
一
つ
に
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
微
生
物
が
汚
れ
を
浄

化
す
る
と
き
に
必
要
と
す
る
酸
素

の
量
を
示
し
た
も
の
で
、
そ
の
数

値
が
少
な
い
ほ
ど
「
き
れ
い
な
水
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
き
れ

い
な
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
環
境
基
準
値
は
、

2.0
ミ
リ
グ
ラ
ム
／
リ
ッ
ト
ル
以
下

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

毛
呂
山
の
水
を
考
え
よ
う

平
成
19
年
度　

河
川
水
質
検
査
結
果

  

昨
年
度
実
施
し
た
検
査
で
は
、

８
地
点
で
環
境
基
準
値
2.0
ミ
リ
グ

ラ
ム
／
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
「
き

れ
い
な
水
」
と
結
果
が
出
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
地
点
で
前
回
よ
り

も
数
値
が
さ
が
り
、
河
川
の
状
態

は
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
前
回
よ
り
数
値
が
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
地
点
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
浄
化
槽
が
普
及
し

て
も
、
維
持
管
理
を
怠
る
と
、
し

尿
な
ど
が
直
接
水
路
に
流
れ
出
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

か
つ
て
、
ホ
タ
ル
が
町
内
の
ど

の
川
に
も
生
息
し
て
い
た
と
い
う

水
環
境
を
取
り
戻
す
た
め
、
町
で

は
引
き
続
き
、
河
川
の
監
視
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
改
善
に
向
け

た
啓
発
指
導
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

問
合
せ　

役
場
生
活
環
境
課
環
境

係
ｔ
２
９
５
─
２
１
１
２
内
線

２
１
１
・
２
１
２

実施年度
検査地点

平　成
12 年度

平　成
13 年度

平　成
14 年度

平　成
15 年度

平　成
16 年度

平　成
17 年度

平　成
18 年度

平　成
19 年度

①上
かみじゅく

宿橋下流 1.6 1.2 2.0 0.7 1.0 1.5 1.3 1.1

②房
ぼ う だ

田橋下流 1.0 1.1 0.6 0.6 0.8 1.2 0.9 0.9

③大
お お き だ

木田橋下流 1.1 1.0 0.7 0.7 1.1 0.9 0.9 0.9

④上
か み が わ ら

川原橋上流 3.4 2.7 0.9 1.7 1.5 1.9 1.5 0.9

⑤越
お っ ぺ が わ

辺川橋下流 1.3 1.3 0.8 0.8 0.7 1.0 1.0 0.8

⑥堂
どうやました

山下橋上流 1.3 1.3 1.0 0.7 0.8 1.1 1.1 1.7

⑦葛
くずがわ

川２号橋下流 4.8 3.8 2.8 3.9 6.2 9.9 14.2 6.7

⑧葛
くずがわ

川 10 号橋下流 5.7 4.1 5.4 6.7 4.8 5.0 6.2 4.6

⑨宮前都市下水路流
りゅうまつ

末 5.1 3.8 6.6 5.5 3.4 2.2 3.0 2.1

⑩大
お お や ぎ

谷木川流末 2.6 2.1 1.4 1.4 1.6 1.5 1.8 1.5

⑪御
み そ の

園橋上流 4.0 2.6 1.6 2.3 2.4 2.8 2.0 2.0

きれい／BOD2.0㎎/ℓ以下

ややきれい／BOD2.1～5.0㎎/ℓ

やや汚い／BOD5.1㎎/ℓ以上

◆ＢＯＤに見る川の汚れ具合◆

水質検査地点水質検査地点

①
②

③

毛呂川

阿諏訪川 葛川

鎌北湖

大谷木川

⑪
⑦

⑧
⑩⑨

⑥
⑤

④

越辺川

箕和田湖

あ　す　わ

みの わ　だ

下水道整備済区域
農業集落排水整備済区域

き
れ
い
な
水
の
基
準
と
は

水
質
検
査
と
は

町
内
の
河
川
の
検
査
結
果
は

平成19年度　河川水質検査結果（BOD）単位　ミリグラム／リットル

※数値は平均値です

浄化槽の種類を調査します
　町では、今後、町内の河川水質改善のため、町職員が各

世帯に設置されている浄化槽が、「単独浄化槽（し尿のみ

を処理する浄化槽）」か「合併浄化槽（すべての家庭排水

を処理する浄化槽）」かを調査しに伺います。調査時は町

職員の身分証明書などを提示しますので、町民の皆さんの

ご理解とご協力をお願いいたします。

※水質を調べたり、物品の販売を行ったりはしません。悪
質商法にご注意ください。

　町では、合併浄化槽設置に転換をする場合、補助金を出

しています。ぜひ合併浄化槽に転換しましょう。

問　役場生活環境課環境係ｔ(295)2112内線211

単独浄化槽設置世帯の皆さんへ



予算現額
収入済額

3 億 7,933 万 5 千円

5 億 9,780 万 8 千円

予算現額
支出済額

平成１９年度下半期　財政状況の公表

町の家計簿を公表します

会 計 名 予 算 現 額
収入済額（割合％）

支出済額（割合％）

国民健康保険

特 別 会 計
39億6,015万6千円

37億9,978万2千円  （96.0％）
36億         637万円  （91.1％）

老 人 保 健

特 別 会 計
24億8,186万8千円

21億2,388万6千円  （85.6％）
20億7,545万5千円  （83.6％）

介 護 保 険

特 別 会 計
12億1,601万9千円

10億4,148万3千円  （85.6％）
10億4,789万6千円  （86.2％）

農業集落排水

事業特別会計
          2,717万3千円

         2,739万6千円（100.8％）
         2,434万8千円  （89.6％）

水
道
事
業
会
計

収益的収入   8億8,648万3千円   8億8,024万7千円  （99.3％）

収益的支出   8億   301万2千円   7億7,830万2千円  （96.9％）

資本的収入           1,378万3千円 　　   1,879万2千円（136.3％）

資本的支出    4億3,638万1千円   3億8,582万8千円  （88.4％）

一般会計

　町の財政状況については、町民の皆さんに知っていただくため、１年間の決算報告とは別に、年２回の

上半期と下半期に分けて、定期的に公表しています。

　今回は、平成19年度下半期（平成19年10月１日～平成20年３月31日）の財政状況をお知らせします。

歳出（執行率 92.3％） 歳入（執行率 93.1％）

特別会計・水道事業会計予算執行状況

10 億円 20 億円 30 億円10 億円20 億円

民生費

総務費

教育費

土木費

衛生費

公債費

消防費

その他

23 億 7,062 万 3 千円

21 億 7,790 万円

6 億 8,616 万 8 千円

6 億 6,531 万 2 千円

1 億 2,836 万 6 千円

1 億 4,892 万円

5 億 9,506 万 7 千円

5 億 9,176 万 8 千円

7 億 5,916 万 6 千円

7 億 5,320 万円

7 億 6,587 万 3 千円
7 億 5,303 万 2 千円

9 億 6,599 万円

8 億 6,300 万 7 千円

12 億 8,248 万 1 千円

11 億 9,012 万 8 千円

11 億 64 万 1 千円

8 億 8,249 万 9 千円

農林水
産業費

　平成19年度上半期の一般会計予算現額
は、84億9,352万3千円でしたが、３回の補
正をおこないました。12月には、民生費な
どを増額し、衛生費などを減額し、差引き
9,679万3千円を追加しました。１月には、
衛生費を増額し、予備費を減額しました。
３月には、教育費などを増額し、土木費な
どを減額し、差引き8,461万3千円を追加し
ました。
　平成19年度下半期の3月31日までの予算
現額は86億7,492万9千円です。収入済額80
億7,671万円で、収入率は、93.1％となって
います。また、支出済額は80億521万2千円
で、執行率は92.3％となっています。

特別会計

30 億円

町　税

地方交付税

町　債

繰入金

繰越金

その他 2 億 5,169 万 6 千円

2 億 7,449 万 1 千円

6,463 万 5 千円

6,540 万 4 千円

3 億 738 万 5 千円

3 億 738 万 5 千円

4 億 1,052 万 4 千円

4 億 1,052 万 5 千円

9 億 2,411 万 7 千円

7 億 5,303 万 6 千円

6 億 5,358 万円

6 億 5,423 万 9 千円

14 億 7,524 万 9 千円

15 億 205 万 7 千円

39 億 8,993 万 5 千円

37 億 3,023 万 8 千円

譲与税 ･交
付金など
国 ･県支出
金など

使用料及
び手数料

予算現額　86億7,492万９千円
支出済額　80億521万2千円

予算現額　86億7,492万9千円
収入済額　80億7,671万円

5
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こ
の
調
査
は
、
平
成
19
年
11
月

１
日
現
在
で
40
歳
以
上
の
要
支

援
・
要
介
護
の
認
定
者
お
よ
び
65

歳
以
上
の
町
民
を
対
象
に
、
次
の

３
種
類
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
調
査
と
も
調
査
期
間
は
、
平

成
19
年
11
月
30
日
か
ら
12
月
10
日

ま
で
で
、
調
査
票
を
郵
送
配
布
・

回
収
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
調
査
の
有
効
回
収
数
は
、
次

の
と
お
り
で
し
た
。

　　

ど
の
調
査
で
も
「
ひ
と
り
暮
ら

し
」
と
「
夫
婦
の
み
世
帯
」
の
割

合
が
高
く
、
と
く
に
一
般
高
齢
者

調
査
で
は
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯

の
割
合
が
48
・
９
％
と
高
い
傾
向

に
な
っ
て
い
ま
す
。

高齢者実態調査の
　　結果をお知らせします

　町では現在、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できる社会を築くため、「毛呂山町高齢者総

合計画（高齢者福祉計画・介護保険事業計画）」を策定し、事業の推進を図っています。

　介護保険事業は、平成12年に開始されてから８年が経過し、高齢者の自立支援を基本理念とし

て、介護サービスの提供をするとともに、介護予防、健康づくりなどにも努めています。

　今回の高齢者実態調査（アンケート調査）は、平成18年度から平成20年度までの３年間の計画が

終了することから、次期３年間の計画（平成21年度～平成23年度）を策定するための基礎調査とし

て、昨年11月下旬から12月上旬にかけて実施しました。

　調査結果の概要についてお知らせします。

【調査対象者】
調 査 名 対    象    者

①在宅要介護者調査
要支援・要介護に認定されている人のうち、介護保

険施設に入所または入院していない人	

②施設入所者調査
要支援・要介護に認定されている人のうち、介護保

険施設に入所または入院している人

③一般高齢者調査
65 歳以上で、①、②の対象者を除く人のなかから、

無作為に抽出した人

【調査票回収結果】
調 査 名 対象者数 有効回収数 有効回答率

				①在宅要介護者調査 ６６６人 ４７８人 ７１．８％

				②施設入所者調査 １７１人 １３８人 ８０．７％

				③一般高齢者調査 １, ５００人 １, ２３０人 ８２．０％

【高齢者の家族構成】

①在宅要介護者調査

②施設入所者調査

③一般高齢者調査

18.8％

18.8％

14.4％

21.3％

13.8％

33.6％

1.7％

1.4％

0.9％

52.3％

55.8％

44.5％

3.8％

6.5％

3.1％

2.1％

3.6％

3.6％

ひとり暮らし

夫婦のみの世帯

夫婦以外の高齢者のみの世帯

子どもと同居の世帯

その他の同居世帯

無回答

調
査
対
象
者
・
調
査
方
法

回
収
結
果

世
帯
の
状
況　（入所前の世帯）
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（一般高齢者調査）

9.8%

34.4%

19.7%

25.0%

11.1%

介護サービスを利用しないで、自宅で家族などに介護してほしい

介護サービスを受けながら、自宅で家族などにも介護してほしい

老人ホームや病院などに入所（入院）したい

わからない

無回答

【介護が必要になったとき、どのようにしたいですか？】

　

実
際
に
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
し
た

い
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
、「
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
自

宅
で
家
族
な
ど
に
も
介
護
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
老
人

ホ
ー
ム
や
病
院
な
ど
に
入
所
（
入

院
）
し
た
い
」
が
19
・
７
％
と
高

い
の
は
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が

多
い
こ
と
が
主
な
要
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

介
護
者
が
急
な
用
事
や
病
気
な

ど
で
介
護
で
き
な
い
と
き
、
34
・

１
％
が
代
わ
っ
て
く
れ
る
介
護
者

が
い
な
い
と
い
う
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

（在宅要介護者調査）

6.9%

3.6%

7.3%

23.8%

22.2%

とくにない

介護の方法がわからない

無回答

【介護をする上で困っていることはありますか？】

4.2%

21.3%

36.4%

4.8%

27.2%

本人がサービスを受けたがらない

自分の時間が持てない

買い物や通院などの外出ができない

家族の理解や協力が足りない

身体的負担が大きい

精神的負担が大きい

その他

※複数回答

　

主
な
介
護
者
が
介
護
を
す
る
う

え
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
「
と
く

に
な
い
」
と
い
う
回
答
が
23
・
８
％

あ
り
ま
し
た
。
介
護
を
す
る
う
え

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
「
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
は

44
・
７
％
、「
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」

と
回
答
し
た
人
は
、
33
・
０
％
と

な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
地
域
の
な
か
で
生
き

が
い
を
も
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
健

康
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

な
ど
の
施
策
が
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（一般高齢者調査）

　

こ
の
調
査
結
果
は
、
平
成
20

年
度
に
行
う
高
齢
者
総
合
計
画

策
定
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
実
態
調
査
結
果
に
つ

い
て
は
、
高
齢
者
支
援
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

　

福
祉
係
ｔ
２
９
５―

２
１
１
２

　

内
線
１
１
８
・
１
５
７

無回答
　18.4％ いる

　28.0％

いない
　34.1％

どちらとも
いえない
　19.5％

【介護を代わってくれる
 人はいますか？】

【介護予防という言葉を
 聞いたことがありますか？】

聞いたことが
ある
　　　44.7％聞いたことが

ない
　　　33.0％

無回答
　22.3％

無回答
　18.4％ いる

　28.0％

いない
　34.1％

どちらとも
いえない
　19.5％

【介護を代わってくれる
 人はいますか？】

【介護予防という言葉を
 聞いたことがありますか？】

聞いたことが
ある
　　　44.7％聞いたことが

ない
　　　33.0％

無回答
　22.3％

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、

ど
の
よ
う
に
し
た
い
で
す
か
？

介
護
を
代
わ
っ
て
く
れ
る
人
は

い
ま
す
か
？

（在宅要介護者調査）

介
護
を
す
る
上
で
困
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と

の
回
答
で
は
「
精
神
的
負
担
が

大
き
い
」
36
・
４
％
、
「
自
分
の

時
間
が
持
て
な
い
」
22
・
２
％
、

「
身
体
的
負
担
が
大
き
い
」
21
・

３
％
と
な
り
ま
し
た
。　

介
護
予
防
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
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わだいの特選

滝ノ入ローズガーデン　バラ祭り艶やかな姿で人びとを魅了

カメラルポスポーツ健康フェア２００８プ　ロの技に大興奮！

フラワーアレンジメント教室母の日に、感謝をこめて！

　５月11日、毛呂山総合公園においてスポーツ健康

フェアが開催されました。当日は、残念ながら雨の

ため屋外で催される予定のイベントは中止になりま

したが、体育館においてバスケットボール教室や健

康体操などがおこなわれ、館内は、熱気に包まれて

いました。バスケットボール教室においては、プロ

バスケットボールチーム「埼玉ブロンコス」の選手

による実技指導が行われました。参加した子どもた

ちは、選手と一緒にプレーをしたり、ドリブルの練

習方法やパス回しの仕方を熱心に教わりました。

小
こ だ や

田谷青少年を守る会　茶摘
つ

み会お茶の香りに包まれて！

わだいの特選

　５月10日、児童館において、母の日にむけたフラ

ワーアレンジメント教室がおこなわれました。「フ

ラワーアレンジメントなんて初めて」という子も多

く、参加した子どもたちは、最初はとまどっていま

したが、徐々に慣れてきたようで、最後は、それぞ

れが見事な作品を完成させていました。いつも忙し

く働いてくれるお母さんに感謝の気持ちをこめたプ

レゼントができると、子どもたちは意気揚々と作品

を持ち帰りました。

　５月20日から６月１日にわたって、滝ノ入ローズ

ガーデンにて『バラ祭り』が開催されました。ボラ

ンティアの皆さんが丹精こめて育てた多種多様のバ

ラがところ狭しと咲き競い、訪れた人の目を楽しま

せていました。また、会

場では地元農産物の加

工食品や苗木の販売も

行われ、大変なにぎわ

いをみせていました。

　5月24日、小田谷青少年を守る会の主催による

『茶摘み会』が小田谷地内の茶畑でおこなわれまし

た。この日の参加者は約25人。茶摘みをとおして子

どもたちにもっとお茶に親しんでもらおうと初めて

企画されたものでした。

　当日は、大人も子どもも夢中になって、香り豊か

なお茶の葉を摘んでいました。収穫したお茶の葉は、

このあと天ぷらにしてみんなでおいしく食べました。

あで
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■遊びにおいでよ！　ぴょんぴょん広場

■おはなし会

■本の紹介

 ｔ (295)1015　

■「児童館まつり」に遊びにいこう！
　今年も「児童館まつり」が開催されます。おばけ屋敷やヨー
ヨーつりなど盛りだくさんの内容です。かき氷も用意して待っ
ていますので、今から予定に入れておいてね。

土
山本　一

いちりき

力／著　文藝春秋社／出版

313　毛呂山小学校

『いすゞ鳴る』

貸出点数（貸出期限）
   図書・雑誌・紙芝居など／１人10点まで（３週間）
　ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤ・カセット／１人３点まで（１週間）

■おやじ広場

日　時　７月19日(土)
　　　　午前10時30分～11時30分
対　象　幼児・小学生とその父親
内　容　遊べるおもちゃ作り
費　用　無料

７月の休館日 毎週月曜日

～お父さんとおもちゃを作って遊ぼう～

昨年の「児童館まつり」の様子

日　時　７月２日(水)、９日(水)
　　　　午前10時30分～11時30分
対　象　２歳前後の子とその保護者
内　容　体操・ふれあい遊び・おはなしなど
　　　　（申込み不要）

日　時　７月31日(木)　受付：午後1時30分～
対　象　幼児（大人の付き添いが必要です）・小学生
　　　

　　　佐の荒くれ鯨漁師や江戸の大商人たちが、それぞれ
の思いを胸に、御

おん し

師に導かれてお伊勢参りに旅立つ。安政
の大地震の直後にお伊勢参りに出かけ
る江戸・深川一の両替商の隠居一行
と、土佐の鯨漁師たちとの奇縁を描
いた作品です。
　江戸時代の庶民たちがお伊勢様に
寄せた篤い信仰と旅の喜びがしみじ
みと伝わってきて、まるで自分が伊
勢への旅の空にいるような気にさせ
られます。

■子ども映画会

日　時　７月12日(土)
　　　　午後２時～３時
定　員　先着50人
内　容　「なかよしおばけ」
　小さなおばけの４人組
が繰り広げる愉快な物語。

日　時　７月26日(土)
　　　　午後２時～２時30分
内　容　おはなし、絵本の読み
　　　　聞かせ、紙芝居　など
対　象　１歳児から小学生まで。
　　　　小さなお子さんは、保
　　　　護者同伴でご参加くだ
　　　　さい。

ぼくらのキャンパス

児童館へ行こう

図書館へ行こう

1 年　小林　浩
こうすけ

輔くん 「くまさんバッグ」

2年　平野　達也くん「ぼくがすきなやきゅう」

3年　大野　慎也くん 「みらいのうつくしい毛呂山町」

　７月の休館日　毎週日・月曜日および30日(水）ｔ(295)4111
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キ

ラリ
輝いてます！

　

宮
崎
県
木き

じ
ょ
う
ち
ょ
う

城
町
と
、
毛
呂
山
町
と
の
友

情
都
市
盟
約
を
記
念
し
て
、
新
し
き
村
に

暮
ら
す
人
び
と
を
特
集
す
る
最
終
回
。
今

回
は
、
養
鶏
を
担
当
し
て
い
る
３
人
の
男

性
、
河か

わ
う
ち
み
つ
の
ぶ

内
光
延
(67)
さ
ん
、
本ほ

ん

ま

た

け

し

間
健
史
(64)
さ

ん
、
佐さ

と

う

ま

さ

ひ

と

藤
直
人
(43)
さ
ん
を
代
表
し
て
、
本

間
健
史
さ
ん
に
話
し
を
う
か
が
っ
た
。

　

本
間
さ
ん
は
、
京
都
市
出
身
で
、
家
は

仕
立
屋
を
営
ん
で
い
た
た
め
、
中
学
を

卒
業
す
る
と
す
ぐ
に
大
阪
の
呉
服
屋
に

住
み
込
み
で
働
き
に
出
た
。
絵
を
描
く
こ

と
が
好
き
だ
っ
た
が
、
毎
日
、
就
寝
は

午
前
２
時
ご
ろ
で
、
休
日
も
仕
事
を
頼

ま
れ
る
な
ど
自
由
時
間
の
な
い
日
々
を

送
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
折
、
友
人
か
ら

武む

し

ゃ

こ

う

じ

さ

ね

あ

つ

者
小
路
実
篤
の
本
を
紹
介
さ
れ
、
新
し

き
村
の
存
在
を
知
っ
た
。
新
し
き
村
で
は
、

労
働
の
義
務
は
あ
る
も
の
の
芸
術
活
動
な

ど
に
充あ

て
ら
れ
る
時
間
が
あ
る
と
知
り
、

19
歳
の
春
に
入
村
し
た
と
笑
顔
で
い
き
い

き
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

新
し
き
村
で
は
、
ボ
リ
ス
ブ
ラ
ウ
ン
と

い
う
茶
色
の
卵
を
産
む
鶏
を
約
９
千
羽
ほ

ど
飼
育
し
て
い
る
。
飼
料
は
、
高
品
質
な

魚
粉
や
牡か

き

が

ら

蠣
殻
な
ど
を
特
別
に
配
合
し
た

も
の
を
使
用
す
る
。
飼
料
も
好
き
な
だ
け

与
え
る
の
で
は
な
く
、
給き

ゅ
う
じ餌

制
限
を
し
て
、

あ
る
程
度
の
空
腹
感
を
与
え
、
良
い
卵
を

産
ま
せ
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
給

餌
さ
れ
る
飼
料
の
量
が
偏
ら
な
い
よ
う
、

一
日
に
５
回
ほ
ど
飼
料
を
均
一
に
す
る
作

業
を
行
う
。
な
お
、
給
餌
制
限
に
は
、
１

グ
ラ
ム
単
位
の
微
妙
な
調
整
が
必
要
だ

が
、
以
前
、
そ
れ
を
知
ら
ず
に
自
己
流
で

給
餌
制
限
を
行
い
、
卵
の
品
質
を
落
と
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
。

　

新
し
き
村
で
は
、
鶏
を
健
康
な
状
態
に

保
つ
た
め
、
鶏
糞
の
清
掃
を
毎
週
行
っ
て

い
る
。
鶏
舎
を
常
に
清
潔
に
保
ち
、
ア
ン

モ
ニ
ア
な
ど
の
発
生
を
抑
え
る
努
力
を
す

る
こ
と
が
、
品
質
の
良
い
卵
の
生
産
に
つ

な
が
る
。
ま
た
、
採
卵
を
１
日
２
回
行
い
、

常
に
新
し
い
卵
を
出
荷
し
て
い
る
。

　

卵
を
生
産
し
て
い
て
嬉
し
い
の
は
、
近

隣
や
東
京
な
ど
か
ら
も
わ
ざ
わ
ざ
卵
を

買
い
に
来
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
か
ら
、
黄

身
が
盛
り
上
が
っ
て
い
て
お
い
し
い
。
新

鮮
な
の
で
安
心
し
て
生
で
食
べ
ら
れ
る
と

い
う
声
を
聞
い
た
と
き
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
鶏
舎
を
清
潔
に
保
ち
、
品
質
の
良
い

卵
を
生
産
し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
く
れ

た
。

写真右が河内光延さん、中央が本

間健史さん、左が佐藤直人さん

養
鶏
に
力
を
そ
そ
ぐ
男
た
ち　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

   ―

新
し
き
村―
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毛呂のお天
てんのうさま

王様

　

毎
年
、
７
月
15
日
に
近
い
土
日
に
、「
毛

呂
の
お
天
王
様
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い

る
毛
呂
本
郷
の
夏
祭
り
が
催
さ
れ
ま
す
。

２
基
の
山だ

し車
が
地
区
内
を
練
り
歩
き
山
車

の
上
で
は
囃は

や
し子

に
あ
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な

演
目
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

　

お
天
王
様
の
「
天
王
」
と
は
牛ご

ず
て
ん
の
う

頭
天
王

の
こ
と
で
、「
御ご

り
ょ
う霊
」
と
な
ら
ん
で
疫え

き
び
ょ
う病

を
も
た
ら
す
恐
ろ
し
い
神
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。御
霊
と
は
平
安
時
代
、怨
み
を
も
っ

て
命
を
落
と
し
た
貴
族
の
霊
な
ど
で
、
天

神
様
と
し
て
有
名
な
菅す

が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

原
道
真
が
代
表
例

で
す
。
そ
の
よ
う
な
御
霊
や
牛
頭
天
王
の

怒
り
が
疫
病
を
も
た
ら
す
と
い
う
考
え
方

が
平
安
時
代
以
降
民
間
に
広
が
り
、
神み

こ
し輿

に
牛
頭
天
王
や
御
霊
を
迎
え
入
れ
、
経
文

を
唱
え
た
り
美
し
い
歌
舞
を
披
露
し
て
慰

め
、
怒
り
を
鎮
め
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

平
安
京
は
京
都
盆
地
の
な
か
に
あ
り
、

夏
に
は
湿
度
も
高
く
家
が
密
集
し
た
都
市

だ
っ
た
た
め
、
一
度
疫
病
が
発
生
す
る
と

み
る
み
る
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
京
都

八や
さ
か坂
神
社
の
祇ぎ

お
ん園
祭ま

つ
り

は
そ
う
し
た
背
景
か

ら
生
ま
れ
た
御
霊
を
祓は

ら

う
御ご

り
ょ
う
え

霊
会
の
最
た

る
も
の
で
す
。
牛
頭
天
王
の
祭
り
は
八
坂

神
社
の
信
仰
と
と
も
に
全
国
に
広
ま
り
、

疫
病
の
発
生
し
や
す
い
夏
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

毛
呂
本
郷
の
お
天
王
様
も
か
つ
て
地
区

内
に
あ
っ
た
八
坂
神
社
の
祭
り
で
、
御
霊

会
の
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
毛
呂
本
郷

で
も
古
く
は
神
輿
を
担
ぎ
、
渡と

ぎ
ょ御

を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）

ご
ろ
よ
り
山
車
も
曳ひ

か
れ
る
よ
う
に
な

り
、
あ
わ
せ
て
囃
子
も
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。
戦
時
中
、
一
時
中
断
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
戦
後
復
活
し
、
昭
和
22
年
、

越お
ご
せ生

町
本
町
で
神
田
大
橋
流
の
囃
子
を
習

い
、
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

神
輿
は
担
ぎ
手
の
不
足
な
ど
の
理
由
か
ら

や
が
て
姿
を
消
し
ま
し
た
が
、
今
も
祭
り

の
当
日
は
お
仮か

り
や屋

に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
車
は
ど
な
た
で
も
曳
く
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。山車が埼玉医大前を曳

えいこう

行
（昭和30年代ごろと推定）
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平
成
19
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
税

源
移
譲
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は

住
民
税
が
増
え
て
も
所
得
税
が
減

る
た
め
「
所
得
税
＋
住
民
税
」
の

年
間
の
税
負
担
の
総
額
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
所
得
税
が
現
年
に
課

税
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
住
民
税

は
翌
年
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
平
成
19
年
分
の
所
得
税
は
19

年
中
の
所
得
を
基
に
、
平
成
19
年

度
分
の
住
民
税
は
前
年
の
18
年
中

の
所
得
を
基
に
課
税
さ
れ
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
場
合
、
税
負
担
の
総

額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
は
、
税
源
移
譲

に
よ
る
所
得
税
の
負
担
減
の
影
響

を
受
け
ず
、
19
年
度
分
の
住
民
税

の
負
担
増
に
よ
っ
て
税
負
担
が
増

え
て
し
ま
い
ま
す
。

平
成
19
年
に
所
得
が
減
っ
て

　
所
得
税
が
課
さ
れ
な
く
な
っ
た
方
へ
！

　

こ
う
し
た
年
度
間
の
所
得
変
動

に
よ
る
負
担
増
を
調
整
す
る
た
め
、

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

対
象
者　

平
成
18
年
中
に
所
得
が

あ
り
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い

た
が
、
平
成
19
年
中
に
所
得
が

減
少
し
、
平
成
19
年
分
の
所
得

税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
人

対
象
と
な
ら
な
い
場
合

・
平
成
19
年
中
に
亡
く
な
っ
た
人

や
国
外
へ
転
出
し
て
平
成
20
年

1
月
1
日
現
在
国
内
に
居
住
し

て
い
な
い
人

・
住
民
税
と
所
得
税
の
人
的
控
除

（
基
礎
控
除
・
配
偶
者
控
除
・

扶
養
控
除
な
ど
）
以
外
の
控
除

額
（
寄
附
金
控
除
な
ど
）
の
増

加
や
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど

に
よ
っ
て
所
得
税
が
課
税
さ
れ

な
く
な
っ
た
人

軽
減
内
容　

平
成
19
年
度
分
の
住

民
税
を
税
源
移
譲
前
の
税
率
を

適
用
し
た
住
民
税
額
ま
で
減
額

し
ま
す
（
平
成
19
年
度
の
住
民

税
の
み
適
用
）
。

　
　

こ
の
場
合
、
減
額
後
の
平
成

　

19
年
度
分
の
住
民
税
額
と
す
で

に
納
付
済
の
税
額
と
の
差
額
は
、

還
付
さ
れ
ま
す
。

申
告
期
間　

7
月
1
日
火
か
ら
31

日
木
ま
で

【
注
意
】　

申
告
し
な
い
と
減
額
さ

れ
ま
せ
ん
。

申
告
先　

平
成
19
年
度
の
住
民
税

を
課
税
し
た
平
成
19
年
1
月
1

日
現
在
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

※
平
成
19
年
1
月
2
日
以
降
、
他

の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
人
は
、

申
告
先
を
お
間
違
い
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
方
法　

印
鑑
、
本
人
の
振
込

口
座
が
分
か
る
も
の
を
持
参
の

う
え
「
平
成
19
年
度
分
住
民
税

減
額
申
告
書
」
（
役
場
税
務
課

窓
口
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。　

問　

税
務
課
町
民
税
課
税
係
ｔ
内

線
１
９
５
・
１
９
６

申告が
必要です

例　

平
成
18
年
中
に
所
得
が
あ
り

所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
た
が
、

平
成
19
年
中
に
会
社
を
退
職
す
る

な
ど
し
て
、
平
成
19
年
中
に
所
得

税
が
課
税
さ
れ
な
い
程
度
に
ま
で

所
得
が
減
少
し
た
人

平
成
19
年
に
所
得
が
減
っ
て

　
所
得
税
が
課
さ
れ
な
く
な
っ
た
方
へ
！

平成18年（度）

平成19年（度）

所得変動がない場合

平成19年（度）

所得変動があった場合

住民税 所得税

住民 税 所得税

住民 税 所得税非課税

税源移譲により増
額となった住民税

（減額となった所得税）

税源移譲により増額と
なった住民税相当額

年度間の所得変動に係る住民税の経過措置のしくみ

申告により
還付

平成 18 年中の
所得に対して課税

平成 19 年中の
所得に対して課税
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■中央公民館	 ｔ (294)1250

■東公民館	 ｔ (295)2277

■歴史民俗資料館	 ｔ (295)8282

	 ｆ	(295)8297

■総合公園体育館	 ｔ (294)7179

■福祉会館(社会福祉協議会)	ｔ (295)3111

	 ｆ (295)7258

■保健センター	 ｔ (294)5511

	 ｆ (295)5850

税金
休日納税窓口　７月 26 日 ( 土 )・27 日 ( 日 )

　　　　　　　午前９時～午後３時

夜間納税窓口　7月31日(木)午後８時まで	

場・問　税務課納税係ｔ内線１９３・１９４

介護保険料

毎月末の土・日曜日は
納税・納入窓口を開設しています

㊐･････日　時　　場･････場　所

定･････定　員　　対･････対象者

料･････料金・費用

申･････申込み　　問･････問合せ先

ｔ･････電話番号

ｆ･････ファクス番号

ｅ･････電子メールアドレス

ｈ･････ホームページアドレス

公共施設電話案内

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

休日納入窓口　7 月 26 日 ( 土 )・27 日 ( 日 )

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　介護保険料の納入、口座振替の申込

　み（通帳と銀行届出印が必要）、納入相談	

場・問　高齢者支援課保険料係

　ｔ内線１５８・１５９

●
省
エ
ネ
改
修
工
事

　

平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

22
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
平

成
20
年
1
月
1
日
に
存
す
る
住
宅

（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
に
一
定
の

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
い
、
そ
の

工
事
費
用
が
30
万
円
以
上
の
場
合

は
、
当
該
家
屋
に
係
る
翌
年
度
分

の
固
定
資
産
税
額
が
３
分
の
１
に

減
額
さ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、
住
宅

一
戸
あ
た
り
１
２
０
㎡
分
に
限
り

ま
す
）
。
対
象
の
人
は
改
修
工
事

後
３
か
月
以
内
に
建
築
士
、
指
定

確
認
検
査
機
関
ま
た
は
登
録
住
宅

性
能
評
価
機
関
に
よ
る
証
明
書
を

添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
長
期
優
良
住
宅

　

平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

22
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
認

定
を
受
け
て
新
築
さ
れ
た
長
期
優

良
住
宅
は
、
新
築
か
ら
５
年
度

分
（
中
高
層
耐
火
建
築
物
に
つ

い
て
は
7
年
度
分
）
の
固
定
資
産

税
額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま

す
（
た
だ
し
、
住
宅
一
戸
あ
た
り

１
２
０
㎡
に
限
り
ま
す
）
。
対
象

の
人
は
、
認
定
を
受
け
て
新
築
さ

れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

問　

役
場
税
務
課
資
産
税
課
税
係

ｔ
内
線
１
９
１
・
１
９
２

　　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。
次
代
を
担
う
青
少
年
を
非

行
か
ら
守
り
、
非
行
の
あ
る
青
少

年
の
立
ち
直
り
を
助
け
る
た
め
、

地
域
に
理
解
と
協
力
の
輪
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。　
　

主
唱　

法
務
省

問　

役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
係
ｔ

内
線
１
１
１
・
１
１
２

汚
れ
、
に
お
い
の
付
着
し
て
い
る

も
の
は
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
へ

		

肉
や
魚
が
入
っ
て
い
た
ト
レ
ー

や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
容
器

は
、
水
で
さ
っ
と
洗
っ
た
だ
け
で

は
油
分
や
に
お
い
が
落
ち
て
い
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

容
器
を
き
れ
い
に
す
る
に
は
大
量

の
洗
剤
、
水
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
り
河
川
の
汚
染
の
原
因
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

汚
れ
、
に
お
い
の
付
着
し
て
い
る

ト
レ
ー
や
容
器
は
「
燃
や
せ
る
ご

み
」
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
汚
れ

や
に
お
い
の
付
着
し
た
資
源
物
が

袋
の
な
か
に
ひ
と
つ
で
も
混
ざ
っ

て
い
る
と
、
ほ
か
の
き
れ
い
な
資

源
物
ま
で
も
汚
し
て
し
ま
う
だ
け

で
な
く
、
悪
臭
の
発
生
に
よ
り
施

設
内
や
周
辺
地
域
の
環
境
悪
化
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

問　

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合
高

　

倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
７

　

１
─
１
５
０
０

　

野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物
被
害

の
防
止
を
図
る
た
め
、
狩
猟
免
許

（
わ
な
猟
免
許
）
の
取
得
を
希
望

す
る
人
に
対
し
、
免
許
取
得
に
要

す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

７
月
は
『
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
』
強
調
月
間
で
す
�

狩
猟
免
許（
わ
な
猟
免
許
）

取
得
の
補
助
に
つ
い
て

ご
み
と
資
源
の
出
し
方

固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
に
つ
い
て

　５月19日、小沢信義町長

が埼玉県町村会会長に選任

されました。

　任期は同日から平成21年

５月26日までとなります。

問　役場秘書広報課

　ｔ(295)2112内線330

小沢信義町長が
　埼玉県町村会会長に選任されました広報もろやまが

全国広報コンクールで

５席を受賞 !!

　広報もろやま8月20日号

が全国広報コンクールで５

席を受賞しました。今後も、

よりよい広報紙作りを目指していきます。

ご声援よろしくお願いいたします。

問　役場秘書広報課ｔ (295)2112 内線 330 小沢信義町長

対　

町
内
に
在
住
し
有
害
鳥
獣
捕

獲
に
従
事
で
き
る
人
で
、
「
鳥

獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
よ

る
わ
な
猟
免
許
を
取
得
す
る
た

め
に
狩
猟
免
許
試
験
を
受
け
る

人
（
試
験
の
日
程
に
つ
い
て
は



お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

定　

先
着
10
人

補
助
額　

５
３
０
０
円

※
１
人
１
回
限
り

※
資
料
代
千
円
は
自
己
負
担

申
・
問　

狩
猟
免
許
受
験
後
、
補

助
金
交
付
請
求
書
に
領
収
書
お

よ
び
狩
猟
免
許
の
写
し
を
添
付

し
て
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ
内

線
１
７
１
・
１
７
２
に
提
出
。

●
加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と

　

社
会
保
険
な
ど
を
脱
退
し
た
翌

日
か
ら
国
保
加
入
と
な
り
、
加
入

の
手
続
き
が
遅
れ
て
も
国
保
税
を

加
入
月
の
分
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
国
保
の
保
険
証
を
お
渡
し
す

る
ま
で
の
医
療
費
は
全
額
支
払
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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※行事日程などについては、都合により変更

する場合があります。上記の趣味の会に入会

を希望する人は、次のところまでご連絡くだ

さい。

問　老人福祉センター山根荘ｔ（294）5545

リサイクル情報
●ゆずりたい品物

・こけし２０個（無料）・チャイルドシー
ト、布おむつ、スイングステッパー（中
古、無料）・１人用ソファーベット（紺
色）、ベビータンス、洋服たんす（中古、
相談）

●ゆずってほしい品物
・自転車（相談）・ＡＴＩ学園の制服、
かばん、体操着一式（100 ～ 120cm
・相談）・長瀬幼稚園の制服、かばん、
体操着一式（100 ～ 120cm）・車椅子

（大人用）・50cc のバイク・足踏みミシ
ン（無料）・トランペット

　紹介したい品物がありましたら、お気軽
にお申し込みください。また、交渉が成立
した場合には、必ずご連絡ください。
掲載期間　３か月

申・問　産業振興課商工観光係ｔ内線 175

7 月の休館日
	５日	６日12日13日19日
20日21日26日27日

ゲートボール 	７日14日

ペ タ ン ク 28日

声 を 出 す 会 	２日16日

謡 寿 会 	１日	８日22日

民 踊 同 好 会 	４日14日28日

俳 句 の 会
11日25日【季語		心太(ところ
てん)、新生姜(しんしょうが)】

囲碁・将棋の会
	２日	４日	９日11日16日
18日23日25日30日

お 茶 の 会 	４日18日

茜 会（ お 花 ）14日28日

ダンス同好会 18日25日

ぎんれい会 ( 大正琴 ) 	４日18日

三味線・民謡の会 	３日10日

手 芸 の 会 	９日23日

カ ラ オ ケ 同 好 会 	７日30日
(厚年カラオケ)29日

吟 友 会 	９日23日

書 道 の 会 	９日23日

舞 わ か ば 会 	９日23日

フ ォ ー ク ダ ン ス 	７日(ＦＤカトレア)11日22日

楓 会 10日

押 し 花 の 会 	２日

光 華 の 会 14日28日

　

山根荘趣味の会
　　　   の定例行事7 月

国
民
健
康
保
険
へ
の

届
出
は
14
日
以
内
に

●
や
め
る
手
続
き
が
遅
れ
る
と

　

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
日

か
ら
国
保
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

国
保
の
資
格
喪
失
日
以
降
に
国
保

の
保
険
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け

た
場
合
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療

費
を
お
返
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　
　
　
　
　
　
　

　

農
薬
を
使
用
す
る
と
き
に
は
、

ラ
ベ
ル
や
袋
に
表
示
さ
れ
た
使
用

方
法
や
注
意
事
項
を
厳
守
す
る
ほ

か
、
他
の
作
物
に
飛
散
し
な
い
よ

う
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
住

宅
街
や
公
共
施
設
な
ど
に
近
接
す

る
場
所
で
は
、
で
き
る
だ
け
捕
殺
・

被
害
部
の
切
除
な
ど
で
防
除
し
ま

し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
散
布
す
る

場
合
は
、
周
辺
住
民
へ
の
周
知
や

飛
散
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問　

県
農
林
部
農
産
物
安
全
課
農

薬
・
植
物
防
疫
担
当
ｔ
０
４
８

─
８
３
０
─
４
０
５
３

　

平
成
19
年
7
月
16
日
に
発
生
し

た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
被
災
し

た
新
潟
県
柏
崎
市
東
の
輪
海
水
浴

場
で
、
一
部
営
業
が
再
開
さ
れ
ま

し
た
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

７
月
20
日
日
・
21
日
月
は
館
内

消
毒
の
た
め
臨
時
休
館
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
社

会
福
祉
協
議
会
も
お
休
み
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　

福
祉
会
館
ｔ
２
９
５
─
３
１

　

１
１

　

平
成
20
年
分
の
相
続
税
・
贈
与

税
の
土
地
な
ど
の
評
価
に
用
い
る

路
線
価
図
な
ど
が
７
月
１
日
か
ら

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/

w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

）
の
路
線
価

図
等
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
で
公
開
さ
れ

ま
す
。
国
税
局
で
は
Ｉ
Ｔ
化
・
ペ
ー

パ
レ
ス
化
を
進
め
て
お
り
、
本
年

か
ら
路
線
価
図
（
冊
子
）
を
備
え

つ
け
ず
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
閲
覧

農
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

の
み
と
な
り
ま
す
。

問　

川
越
税
務
署
ｔ
２
３
５
─
９

　

４
１
１

㊐　

７
月
９
日
水
午
前
10
時
～
正

午
場　

毛
呂
山
町
役
場
相
談
室

対　

障
害
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）

の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

相
談
内
容　

生
活
上
の
諸
問
題
な
ど

※
申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係

ｔ
内
線
１
１
６
・
１
１
７
、
ｆ

２
９
５
─
２
１
２
６　

平
成
20
年
分
の
路
線
価
図

な
ど
の
閲
覧
に
つ
い
て

民宿名 所 在 地	 電話番号

北国 東の輪 6 － 19 0257(23)3250

海月 東の輪 6 － 17 0257(23)2623

小俣 東の輪 3 － 12 0257(23)8501

高原荘 東の輪 2 － 1 0257(22)5475

大家 東の輪 3 － 24 0257(22)6063

利用できる施設 国
保
保
養
所
営
業
再
開
に
つ
い
て

福
祉
会
館
臨
時
休
館
に
つ
い
て

入
間
西
障
害
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771

山
根
荘
は
、
町
内
在
住
で

60
歳
以
上
の
人
で
し
た

ら
、
ど
な
た
で
も
無
料
で

ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

～花を愛し、緑を愛し～

　毛呂山町コミュニティ協議会では、美しい町づく

りの促進のため、個人や団体の庭を一般公開してく

ださるオープンガーデン登録者を募集しています。

ご連絡をお待ちしています。

問　毛呂山町コミュニティ協議会（役場総務課自治

振興係内）ｔ (295)2112 内線 314

オープンガーデン登録者募集



　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
新
し

き
村
開
村
90
周
年
に
あ
わ
せ
、
今

秋
、
新
し
き
村
と
毛
呂
山
の
特
別

展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
武む

し

ゃ

こ

う

者
小

路じ

実
篤
と
交
流
し
た
思
い
出
、
移

転
当
初
の
村
に
関
わ
っ
た
思
い
出

の
品
を
お
借
り
し
て
展
示
す
る
予

定
で
す
。資
料
は
特
別
展
終
了
後
、

す
み
や
か
に
返
却
し
ま
す
。

資
料
の
例　

実
篤
に
描
い
て
も
ら

　

っ
た
書
画
、
村
と
の
農
業
な
ど

の
思
い
出
の
品
、
村
の
幼
稚
園

の
思
い
出
の
品
な
ど

応
募
・
問　

７
月
１
日
火
か
ら
８

月
１
日
金
ま
で
に
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
歴

史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５
─
８

　

２
８
２
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
古
文

書
を
調
査
し
、
整
理
す
る
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

①
古
文
書
が
読
め
る

人
、
②
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
人

※
学
生
も
可
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募
集
し
ま
す

勤
務
日
時　

週
１
日
程
度
午
前
９

時
～
午
後
５
時

勤
務
場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館

募
集
人
員　

１
人

採
用
時
期　

７
月
下
旬
か
ら

申
・
問　

７
月
10
日
木
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
歴
史

　

民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５
─
８
２

　

８
２
へ
提
出
。

応
募
資
格　

保
育
士
資
格
取
得
の

た
め
の
専
門
学
校
、
ま
た
は
短

期
大
学
な
ど
に
在
学
中
の
学
生

勤
務
日
時　

７
月
28
日
月
～
８
月

29
日
金
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

勤
務
場
所　

各
町
立
保
育
園

募
集
人
員　

６
人

賃
金　

時
給
８
０
０
円

申
・
問　

７
月
11
日
金
ま
で
に
履

　

歴
書
（
写
真
貼
付
）
お
よ
び
学

　

生
証
の
写
し
を
、
役
場
子
ど
も

　

課
保
育
係
ｔ
内
線
１
３
７
・
１

　

３
８
へ
提
出
。

採
用
予
定
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
大
学
、
短
期

大
学
（
同
等
の
学
歴
を
含
む
）

お
よ
び
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
人

試
験
案
内　

７
月
14
日
月
か
ら
西

入
間
広
域
消
防
組
合
で
配
布

申
・
問　

７
月
28
日
月
か
ら
８
月

８
日
金
ま
で
西
入
間
広
域
消
防

組
合
ｔ
２
９
５
─
０
１
４
７
で

受
付

採
用
種
目　

２
等
陸
海
空
士

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
未
満
の

男
子
（
入
隊
月
の
１
日
現
在
）

試
験
期
日　

７
月
12
日
土

申
・
問　

７
月
７
日
月
ま
で
に
自

衛
隊
入
間
地
域
事
務
所
ｔ
０
４

─
２
９
５
３
─
４
８
５
１
に
申

込
み

　

県
で
は
県
政
に
関
す
る
皆
さ
ん

の
声
を
お
聴
き
す
る
た
め
、
県
政

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対　

満
16
歳
以
上

内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、

県
政
へ
の
提
言
（
実
績
に
応
じ

て
謝
礼
あ
り
）
な
ど

申　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.p
re

f.s
a
ita

　

m
a
.lg

.jp
/
A
1
2
/
B
A
0
0
/
s
u

　

p
p
o
rte

r_
o
u
b
o
/

か
ら
応
募

問　

県
広
聴
広
報
課
ｔ
０
４
８
─

８
３
０
─
２
８
５
０

県
政
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

実さ
ね
あ
つ篤

と
新
し
き
村
の

思
い
出
の
品
募
集

西
入
間
広
域
消
防
組
合

消
防
職
員
募
集

町
立
保
育
園

夏
期
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

自
衛
隊
員
募
集

問 毛呂本郷若連　☎（294）0034 麻原

山車の曳き回し
　7月19日(土)

　　午後６時から

　7月20日(日)

　　午後５時30分から

■土曜日と日曜日では、出発時間およびコースが変

わります。

■毛呂本郷地区以外の子どもでも太鼓の練習に参

加できます。7月7日（月）から、ほぼ毎日毛呂本郷

集会所で練習しています（時間は午後６時から８

時）。上手になって山車の上で、太鼓を叩いてみま

せんか？

みんなで山
だ

車
し

を曳
ひ

こう�
　　　　　　毛呂本郷夏祭り

問 生涯学習課　☎（295）2112 役場内線５２１・５２２

『もろっこキャンプ』参加者募集

日にち　8 月 22 日 ( 金 ) ～ 8 月 24 日 ( 日 )

場　所　木の村キャンプ場（ときがわ町）

説明会　７月２６日(土)

対　象　町内在住の小学3年生から6年生で、キャンプ

３日間と説明会に参加できる人（定員30人を超えた

場合は抽選）

参加費　７,０００円（交通費、保険、施設使用料等）

主　催　毛呂山町青少年相談員協議会

申込み　７月１６日(水)（必着）までに、官製はがき

に①氏名（ふりがな）、②住所、③電話、④学校名、

⑤学年、⑥保護者氏名を明記して、〒350―0493

毛呂山町中央２―１毛呂山町役場生涯学習課学習支

援係『もろっこキャンプ係』に郵送してください。

７月１８日(金)以降に、こちらからご連絡します。

山車はどなたでも曳くことができます�

古
文
書
調
査
・
整
理

臨
時
職
員
募
集
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申・問　役場総務課職員係　☎（295）2112　内線 316

※日本国籍を有しない人、地方公務員法第１６条に規定する欠格条項に該当する人は受験できません。

採用人員　若干名

応募期間　７月22日火から７月31日木まで。郵送の場合は期間内消印有効。

受付場所　毛呂山町役場総務課職員係（７月14日月から、受付場所で申込書を配布します）

応募方法　①応募書類に必要な事項を記入し、受験票の裏面に50円切手をはり、総務課職員係へ提出してくだ

さい。なお、郵便により申し込む場合は、封筒の表に（採用試験）と朱書きしてください（受験票の写真

は、脱落のおそれがあるので、郵送時にははらないでください）。

②申込書を受理した後、内容について審査し、後日、受験票を郵送致します。８月25日月までに受験票が到

着しないときは、申し出てください。

③試験当日は、受験票に必ず写真（最近６ヶ月以内に撮影した上半身脱帽正面向の縦４cm横３cm）をはっ

て、持参ください。試験当日、写真のはっていない人は受験できません。

毛呂山町の職員を募集します

試験職種 受験資格 ( 生年月日等 )　※学歴不問 初任給(地域手当を含む) その他

一般事務 昭和 57 年４月２日から平成３年４月１日生まれの人
高　卒　151,725 円
短大卒　166,635 円
大　卒　187,740 円

支給要件に該当
する人には、扶
養 ・住宅 ・通勤 ・
期末 ・勤勉手当
などが支給され
ます。
勤務時間は原則
として午前８時
３０分から午後５
時１５分（月～金
曜日)まで
休暇は年間20日
（４月１日採用
の場合は15日）
の年次休暇など

民間企業等
職務経験者
( 一般事務 )

次の①、②の要件をすべて満たす人
①昭和 48 年 4 月 2 日から昭和 57 年 4 月 1 日生まれ
②民間企業等における職務経験が 5 年以上ある人 ( 平
成 21 年 3 月末日現在 )
※常勤の正社員、自営業者等で 1 年以上継続して就業した期間

が該当します。

※職務経験が複数ある場合には通算することができます。ただし、

同一期間内に複数の職務に従事した場合はいずれか一方のみの職

歴に限ります。

※最終合格発表後、職務経験期間の確認のため、職歴証明書を提

出していただきます。なお、受験申込書の職務経歴欄に事実と相

違することを記載した場合、合格を取り消すことがあります。

民間企業等での職
務経験内容等に応
じて、在職する職
員の給与と同等の
額の範囲内で決定
されます。
(例)年齢30歳で民
間企業等職務経験
が8年ある場合21
万7 , 455円（大
卒）

筆記試験　

日時　９月21日（日）午前８時30分受付開始

会場　毛呂山町役場２０１会議室

教養試験　高等学校卒業程度で、社会、人文及び自然

に関する一般的知識並びに文章理解、判断推理、数

的推理および資料解釈に関する一般知能について択

一式の筆記試験　

作文試験　主として公務員として必要な作文能力につ

いての試験

面接試験（教養試験合格者に対して個別面接により実施）

　	期日　11月上旬　　会場　毛呂山町役場

合否発表　教養試験の合否については10月中旬、最終的

な合否については、11月下旬に通知します。

採用方法　最終合格者は採用候補者名簿に登載されたう

え、原則、平成21年４月１日以降の採用となります。

　ご参加ください�
　　　　埼玉県内市町村職員合同説明会
　市町村ごとに設置するブースでは、市町村の

特色や職員の募集状況、勤務条件などについて

直接人事担当者に聞くことができます。毛呂山

町もブースを設置する予定です。採用試験や面

接試験の場ではありませんので、お気軽にご参

加ください。

日　時　７月23日（水）正午～午後4時　　　

場　所　さいたまスーパーアリーナ

問合せ　彩の国さいたま人づくり広域連合自治

　　　　人材開発センター人材開発部

　　　　ｔ048(664)6681

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771
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㊐　

７
月
15
日
火
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

場　

毛
呂
山
町
福
祉
会
館

講
演　

食
の
安
全
性
に
つ
い
て

講
師　

平
野
孝た

か
の
り則

さ
ん
（
埼
玉
医

科
大
学
付
属
毛
呂
病
院
栄
養
課

長
）

定　

先
着
１
２
０
人

料　

無
料

問
・
申　

役
場
産
業
振
興
課
商
工

　

観
光
係
ｔ
内
線
１
７
５
、
ｆ
２

　

９
５―

０
７
７
１
、	

ｅs
a
n
g
y

　

o
u
@

to
w

n
.m

o
r
o
y
a
m

a
.

s
a
ita

m
a
.jp

に
申
込
み

※
保
育
あ
り
（
１
才
以
上
就
学
前

ま
で
。
申
込
時
要
予
約
）

㊐　

７
月
24
日
木
～
11
月
20
日
木	

毎
週
木
曜
日
（
８
月
14
日
木
を

除
く
。
全
17
回
）
午
後
７
時
～

９
時

場　

福
祉
会
館

受
講
資
格		

手
話
の
経
験
が
な
く
、

講
習
会
修
了
後
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
え
る
町
内
在

住
・
在
勤
の
人

定　

先
着
40
人

申
・
問　

７
月
14
日
月
ま
で
に
受

講
申
込
書
（
役
場
福
祉
課
、
中

央
公
民
館
、
東
公
民
館
、
福
祉

　

会
館
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
て
、
役
場
福
祉
課

　

障
害
福
祉
係
ｔ
内
線
１
１
６
・

　

１
１
７
に
申
込
み

※
毛
呂
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
申
込
め
ま
す
。

　

小
ス
ペ
ー
ス
で
、
初
心
者
で
も

気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

㊐　

７
月
20
日
日

時
間　

受
付
／
午
前
８
時
、
開
会

式
／
午
前
８
時
30
分
、
午
後
３

時
終
了
予
定
（
小
雨
決
行
）

場　

大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド

対　

初
心
者

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物

申　

個
人
ま
た
は
、
３
人
１
組
で
、

　

７
月
11
日
金
ま
で
に
生
涯
学
習

　

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
ｔ
内
線
５

　

２
３
、
ｆ
２
９
５―

３
９
３
９

に
申
込
み

●
親
子
藍
染
め
教
室

　

藍
染
め
サ
ー
ク
ル
の
協
力
で
、

型
染
め
や
、
藍
の
葉
を
た
た
い
て

染
め
る
生
葉
染
め
を
し
ま
す
。
親

子
で
な
く
て
も
申
し
込
め
ま
す
。

㊐　

７
月
26
日
土
午
前
９
時
～
午

後
３
時

定　

先
着
30
人

料　

１
５
０
円

持
ち
物　

弁
当
、
ハ
ン
カ
チ
程
度

の
大
き
さ
で
、
一
度
洗
濯
し
た

綿
１
０
０
％
の
薄
い
布
地
２
枚

（
ア
イ
ロ
ン
は
か
け
ず
、
タ
オ

ル
地
不
可
）

※
染
料
が
つ
い
て
も
差
支
え
な
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

７
月
25
日
金
ま
で

●
子
ど
も
体
験
教
室
「
原
始
人
に

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
�　

２
０
０
８
」

　

今
年
は
縄
文
風
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
�　

あ
わ
せ
て
ま

が
玉
作
り
も
お
こ
な
い
ま
す
。

㊐　

８
月
２
日
土
午
前
９
時
～
正
午

定　

先
着
50
人

料　

２
０
０
円
（
材
料
費
・
保
険
代
）

申
込
締
切　

８
月
１
日
金
ま
で

●
町
史
再
発
見
�

　

古
文
書
解
読
教
室

　

毛
呂
山
に
関
連
す
る
古
文
書
を

解
読
す
る
教
室
で
す
。

㊐　

７
月
12
日
土
、
８
月
９
日
土
、

９
月
13
日
土
、
10
月
11
日
土
午

後
２
時
～
４
時

講
師　

内
野
勝ま

さ
ひ
ろ裕

さ
ん
（
町
史
編

さ
ん
専
門
調
査
員
）
、
伊
藤
昌

子
さ
ん
（
歴
史
専
門
調
査
員
）

定　

先
着
20
人

料　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
日　

７
月
１
日
火
か
ら
受
付

●
第
12
回
夏
休
み
展
「
の
ぞ
い
て

み
よ
う
�　

縄
文
人
の
く
ら
し
」

　

子
ど
も
向
け
に
、
町
の
遺
跡
調

査
で
わ
か
る
縄
文
人
の
暮
ら
し
を

紹
介
し
ま
す
。
土
器
や
石
器
に
触

れ
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

展
示
期
間　

７
月
19
日
土
～
９
月

15
日
祝

【
共
通
】

場
・
申
・
問　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

ｔ
２
９
５―

８
２
８
２
、
ｆ
２

　

９
５―

８
２
９
７
に
申
込
み

㊐　

８
月
16
日
土

時
間　

受
付
／
午
後
４
時
～
午
後

５
時
15
分
、
開
会
式
／
午
後
５

時
30
分
、
競
技
開
始
／
午
後
６

時
15
分
（
雨
天
中
止
）

場　

総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

種
目　

１
０
０
ｍ
、
２
０
０
ｍ
、

１
５
０
０
ｍ
、
４
×
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー
（
ス
パ
イ
ク
可
）

対　

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、

一
般
、
壮
年
40
歳
以
上

料　

１
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

主
催　

町
体
育
協
会
陸
上
部

申
・
問　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
７
月
１
日
火
か

ら
７
月
31
日
木
ま
で
に
体
育
協

消
費
生
活
地
域
講
演
会

手
話
講
習
会
「
入
門
課
程
」

第
８
回
ナ
イ
タ
ー
陸
上

競
技
記
録
会

「
ペ
タ
ン
ク
大
会
」

歴
史
民
俗
資
料
館
の
イ
ベ
ン
ト

会
事
務
局
（
大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
ｔ
２
９
５―

５
３
０
０
、
ま

た
は
総
合
公
園
体
育
館
内
ｔ
２

　

９
４―

７
１
７
９
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
月
曜
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
。

※
申
込
用
紙
は
大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

総
合
公
園
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
目
指

し
て
、
サ
ッ
カ
ー
好
き
の
青
少
年

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

㊐　

７
月
27
日
日

時
間　

講
演
会
（
順
天
堂
大
学
サ

　

ッ
カ
ー
部
監
督
）
／
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分
、
実
技
指
導

（
順
天
堂
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
選

手
）
／
午
後
１
時
～
４
時
30
分

場　

総
合
公
園

料　

無
料

申
・
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
毛
呂
山
文
化
フ

　

ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
ｔ
／
ｆ
２
９

　

５―

２
３
９
６

　

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
マ
ザ

チ
ル
ク
ラ
ブ
の
共
同
企
画
で
す
。

夏
の
お
祭
り
シ
ー
ズ
ン
も
間
近
。

親
子
で
ゆ
か
た
な
ん
て
粋い

き

で
す
よ

ね
。
家
で
眠
っ
て
い
る
ゆ
か
た
を

毛
呂
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー

子
育
て
マ
マ
の

ゆ
か
た
着
付
教
室

参
加

ご

を
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引
っ
ぱ
り
出
し
て
、
み
ん
な
で
着

付
を
練
習
し
ま
せ
ん
か
？　

２
人

１
組
で
練
習
す
る
の
で
、
ゆ
か
た

が
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
講
師

を
お
招
き
し
、
着
崩
れ
な
い
着
方

や
す
て
き
な
帯
の
結
び
方
を
練
習

し
ま
す
。
お
母
さ
ん
だ
け
の
参
加

で
も
大
丈
夫
で
す
。

㊐　

７
月
８
日
火
午
前
10
時
か
ら

場　

福
祉
会
館
会
議
室

料　

２
０
０
円

保
育　

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ま

　

わ
り
に
よ
る
同
室
保
育

申
・
問　

ｔ
２
９
５―

３
１
１
１

毛
呂
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

㊐　

７
月
３
日
木
午
前
９
時
30
分

～
正
午

対　

本
校
に
入
学
、
転
学
を
考
え

て
い
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
、

学
校
教
育
関
係
者
な
ど

内
容　

学
校
概
要
説
明
、
授
業
見

学
、
懇
談
、
質
疑
応
答

申
・
問　

県
立
毛
呂
山
養
護
学
校

　

ｔ
２
９
４―

７
２
０
０
、
ｆ
２

　

９
５―

７
９
８
１

　

喘ぜ
ん

息そ
く

へ
の
知
識
を
高
め
、
心
身

の
鍛
錬
を
行
う
た
め
に
、
医
師
な

ど
が
付
添
い
、
海
水
浴
、
プ
ー
ル

で
の
水
泳
訓
練
、
喘
息
勉
強
会
な

ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

㊐　

８
月
３
日
日
～
６
日
水

場　

九
十
九
里
浜
蓮
沼
シ
ー
サ
イ

ド
イ
ン
小
川
荘
と
そ
の
周
辺

対　

小
学
１
年
～
中
学
３
年

料　

１
人
３
万
円

定　

30
人

申
・
問　

７
月
12
日
土
ま
で
に
埼

玉
医
科
大
学
小
児
セ
ン
タ
ー
ぜ

　

ん
そ
く
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
実
行

　

委
員
会
ｔ
2
７
６―

１
２
１
９

　

・
２
７
６―

１
２
１
８
に
申
込

み
㊐　

①
７
月
６
日
日に

ち

（
川か

わ
ご
え越

地ち

ほ

う方

庁ち
ょ
う
し
ゃ舎

）、
②
７
月
13
日
日
（
草そ

う

加か

し市
勤き

ん
ろ
う労

福ふ

く

し

か

い

か

ん

祉
会
館
）、
③
７

月
27
日
日
（
深ふ

か
や
し
ょ
う
が
い
が
く
し
ゅ
う

谷
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
・
深ふ

か

や

こ

う

み

ん

か

ん

谷
公
民
館
）、
④

10
月
12
日
日
（
大お

お
み
や宮

ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

時
間　

午ご

ご後
１
時
～
４
時

料　

無む
り
ょ
う料

申
・
問　

氏し

め

い名
、
学が

く
ね
ん年

、
出し

ゅ
っ
し
ん
こ
く

身
国
、

　

通つ
う
や
く
ひ
つ
よ
う

訳
必
要
の
有う

む無
、
①
～
④
の

　

別べ
つ

を
書か

い
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
県け

ん
こ
く国

　

際
さ
い
こ
う
り
ゅ
う
き
ょ
う
か
い

交
流
協
会
ｔ
０
４
８―

８
３

　

３―

２
９
９
２
、
ｆ
０
４
８―

８
３
３―

３
２
９
１
に
申も

う
し
こ込

み

埼
玉
医
科
大
学

ぜ
ん
そ
く
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

県
立
毛
呂
山
養
護
学
校

学
校
公
開

外が
い
こ
く
じ
ん

国
人
の
た
め
の

高こ
う
こ
う
し
ん
が
く

校
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

申・問 役場住民課国保年金係 ☎ (295)2112 内線 127・128

所得に応じて全額免除、４分の３免除、半額免除、
４分の１免除があります
　前年所得が一定以下で、保険料の納付が困難な人

は、申請し、承認を受けるとその期間の保険料の全額

または一部の納付が免除されます。

　また、30歳未満の人を対象に納付を猶予する若年者

納付猶予制度もあります。

　　　　　　　　　　　　　

手続きに必要なもの

①年金手帳	　②印鑑

③転入者など、町で所得状況が把握できない人は、

所得状況を明らかにできる書類（課税証明書、源

泉徴収票、確定申告書の写しなど）

④失業などの場合は、雇用保険受給資格者証や雇用

保険被保険者離職票などの証明書を添付

免除・猶予の承認期間

国民年金保険料免除制度のお知らせ�

申　請　月 承認期間 審査対象となる所得

平成20年7月

平成19年7月
～平成20年6月

平成18年中の所得

平成20年7月
～平成21年6月

平成19年中の所得

平成20年8月
～平成21年7月

平成20年7月
～平成21年6月

平成19年中の所得

問 西入間警察署 ☎ (284)0110

道路交通法が一部改正されました

後部席など運転席・助手席以外の席でも
シートベルト着用が完全義務化

　自動車の運転手は同乗

者全員にシートベルトを

装着させなければなりま

せん。

（法・71条の3第2項）

主なものは次のとおりです。

高齢運転者標識の表示について
75歳以上は義務化（法・第71条の5第2項）

●その他
　自転車の通行ルールの見直し、聴覚障害者の免許取

得可の範囲拡大などが施行されます。

※継続申請もできます。申請時のご希望により翌年度以降
も継続して免除・猶予の審査ができます。
(注)失業などを理由として承認された人や４分の３免除、
半額免除、４分の１免除を承認された人は、翌年度も申請
が必要です。　

聴覚障害者
標　　　識

聴覚障害者は、聴
覚障害者標識の

　　表示を義務化
（法・第71条の6第1項）

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771
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問　東公民館　☎ (295)2277　ｆ (295)2070

　第６回となる「東公民館めじろコンサート」を開催

します。心に響くピアノの連弾と美しい金管楽器の音

色をお楽しみください。

期日　７月13日（日）
時間　開場　午後１時

　　　開演　午後１時30分

　　　終演　午後３時（予定）

会場　東公民館学習ホールめじろ

出演　東邦音楽大学大学院生（ピアノ連弾）

　　　東邦音楽大学金管アンサンブル

東公民館めじろコンサート

　「歩く」ことは、メタボリックシンドロームなど

を予防するうえで効果があります。健康の保持増進

を図るためにも、お誘い合わせのうえ、皆さんのご

参加をお待ちしています。

内　容　申込時に万歩計を貸
た い よ

与しますので、記録

表に歩数を記入し、11月30日までの５か月間で
１００万歩を目指して歩きます。コースは自由。

目標達成者には、完歩賞を贈呈し、健康講座を行

います。

　　昨年参加した人も申込みが必要です。また、万

歩計は貸与中のものを利用してください。

対象者　町内に在住の40歳以上の人

定　員　先着４００人

受　付　6月23日月から7月4日金までの平日

申込み　役場住民課国保年金係℡（295）2112

内線128、保健センターｔ（294）5511、中

央公民館ｔ（294）1250、歴史民俗資料館ｔ

（295）8282

問 役場住民課国保年金係☎ (295)2112 内線 128

ザ・もろやま健康人
いきいきウォーキング２１

問 教育委員会生涯学習課学習支援係☎ (295)2112 内線 521

日にち　11月8日（土）

時　間
　開演／午後0時30分

　終演／午後4時（予定）

場　所　福祉会館ホール

対　象　町内を中心に音楽

活動をしている、小学生以上で構成されている団

体（吹奏楽・器楽・コーラス・その他楽器演奏）

※カラオケは除きます。

申込み　７月11日金までに教育委員会生涯学習課学

習支援係ｔ(295)2112内線521まで申込んでく

ださい。

※詳細は、役場ロビー、両公民館などにある応募要

項をご覧ください。

第35回
毛呂山町音楽祭参加団体募集

　9月7日日に福祉会館で行われる芸能発表会の出演

者を募集します。邦舞・洋

舞・歌・楽器演奏・手品・

漫才など、自慢の芸を舞台

で発表したい人、奮ってご

参加ください。

参加規定
・町内在住・在勤・在学者

・原則として同一種目の出演は1人1回まで

・同一指導者からの出演は2人（組）まで

・出演時間は原則10人未満は5分まで、10人以上は

　10分まで（準備・片づけの時間を含む）

申込み　募集要項添付の申込書に必要事項を記入のう

え、7月11日（金）までに中央公民館へ提出して

ください。

※申込みが多い場合、出演調整をお願いすることもあ

ります。

※詳しくは、役場・両公民館にある募集要項をご覧く

ださい。

※当日は可能な限り芸能発表会運営にご協力（受付・

駐車場整理など）をお願いします。

 申・問　中央公民館　☎（294）1250

第38回 芸能発表会出演者募集



19

長寿医療（後期高齢者医療）制度の加入者および
今年度加入予定の国保加入者を対象に 『健康診査』を実施します

申・問　保健センター　☎（294）5511　ｆ（295）5850

対 象 者　①後期高齢者医療制度に加入している人（平成20年6月末までに加入している人）

　　　　　②今年度、後期高齢者医療制度に加入予定の国民健康保険加入者（昭和8年10月1日～昭和9年3月
　　　　　31日生まれの人）

　　　　　※昭和8年7月1日から9月30日生まれの人の健康診査については、下記の説明をご覧ください。

　　　　　※糖尿病、高脂血症、高血圧にかかり、定期的に医療機関に受診している人はご遠慮ください。
内　　容　問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査・医師の診察など。なお、健康診査の結果、介護予

　　　　　防事業の利用が有効と思われる人には、地域包括支援センターから事業のご案内があります。

健 診 料　５００円

健診方法　（１）集団健診と（２）個別健診のどちらかを選択して受診

注意事項　受診は年度内1回となります。受診する人は、健診前10時間以内の飲食はしないでください。

日　　程
（１）集団健診　　　　　　　　　　　　　		（２）個別健診

当日受付時間　午前11時30分～正午

定　　　　員　各20人

※申込者には、健診日の１週間前までに

受診券を送付します。

■40歳以上（今年度40歳になる人を含む）の生活保護受給中の人の健康診査
　平成20年度から特定健診に準じた集団健康診査を実施します。健診内容、日程などについては、後期

高齢者医療制度に加入している人の集団健診と同様になります（健診費用は無料です）。

■国民健康保険加入の昭和8年7月1日～昭和8年9月30日生まれの人の健康診査
　国民健康保険加入の昭和8年7月1日～昭和8年9月30日生まれの人は、75歳の誕生日から２か月経過

後に個別健診を受けることができます。健診内容、日程などについては、後期高齢者医療制度に加入して

いる人の個別健診と同様になります。

※申込者には、申込締切日から２週間程度で受診券を送付し
ます。受診券がお手元に届いたら、直接医療機関に受診予約
をし、受診してください。

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771

実施日 場　所 申し込み期間
8／20水

保健センター

7／	3木～

7／18金8／21木

9／	4木

8／	1金～	

8／15金

9／	8月

9／19金

9／20土

9／27土

10／	2木
福祉会館

8／29金～	

9／12金10／	3金

実施日 場　     所
（次のなかから選択） 申し込み期間

	8 ／1金～	9／ 30火 ・埼玉医科大学病院
　健康管理センター
・柴﨑皮膚科医院　
・長瀬クリニック　
・根岸内科医院　
・初野医院　
・毛呂病院　
・ゆずの木台クリニック
・市川医院
・越生メディカルクリニック
・埼玉・長島クリニック

	7／	3木～18金

	9 ／1月～10 ／ 31金 	8／	1金～15金

10 ／1水～11 ／ 28金 	8／29金～９／12金

11 ／4火～12 ／ 26金 10／	1水～15水

12 ／1月～	1／ 30金 11／	4火～17月

	1 ／5月～	2／ 27金 12／	1月～15月

	2 ／2月～	3／ 31火 	1／	5月～19月
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低
所
得
で
国
保
税
の
軽
減
を
受

け
て
い
た
世
帯
に
お
い
て
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
世
帯
員
が

移
っ
た
こ
と
に
よ
り
合
計
世
帯
員

数
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、

旧
国
保
被
保
険
者
の
所
得
お
よ
び

人
数
を
含
め
て
軽
減
判
定
し
ま
す
。

手
続
き
／
不
要
で
す

措
置
期
間
／
５
年
間

　

一
人
を
残
し
て
他
の
世
帯
員
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し

た
た
め
に
単
身
世
帯
に
な
っ
た
世

帯
は
、
平
等
割
（
世
帯
割
）
が
半

額
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
／
不
要
で
す

措
置
期
間
／
５
年
間

　

被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
な
ど
）

の
加
入
者
が
後
期
高
齢
者
医
療
制

４年に一度、巨大な龍神がまちを練り歩く。
時代を超えて受け継がれてきた
脚折雨乞が行われます。

　　日　時　８月３日（日）※雨天決行

　　　　　　午後1時　白
しらひげじんじゃ

髭神社を出発

　　　　　午後3時30分ごろ雷
かんだちがいけ

電池に入水

　場　所　雷電池と鶴ヶ島市脚折地区周辺

　問合せ　鶴ヶ島市教育委員会文化財担当

　　　　　ｔ（285）2194

　

川
越
ゆ
か
り
の
時
代
行
列
、
Ｏ

Ｈ
�　

通
り
ゃ
ん
せ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｇ

Ｏ
Ｅ
（
お
ど
り
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
内
容
・
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
程　

7
月
26
日
土
、
27
日
日
午

後
２
時
～
８
時

会
場　

川
越
駅
か
ら
一
番
街
ま
で

と
そ
の
周
辺

問　

川
越
百
万
灯
夏
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
川
越
商
工
会
議
所

内
）
ｔ
２
２
９―

１
８
２
０

　

清
流
高こ

ま

が

わ

麗
川
に
１
万
匹
以
上
の

金
魚
を
放
流
し
ま
す
。

㊐　

８
月
３
日
日
、
午
前
11
時
・

午
後
１
時
の
２
回

場　

巾き
ん
ち
ゃ
く
だ

着
田
管
理
事
務
所
前
河
原
、

北
平
沢
運
動
場
南
側
河
原

※
小
学
生
以
下
が
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
保
護
者
と
い
っ
し

ょ
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
玉
あ
み
以
外
の
道
具
は
使
え
ま

せ
ん
。

問　

日
高
市
産
業
振
興
課
商
工
観

光
担
当
ｔ
０
４
２―

９
８
９―

２
１
１
１

川
越
市

第
27
回
川
越
百
万
灯
夏
ま
つ
り

日
高
市

子
ど
も
金
魚
す
く
い
大
会

鶴ヶ島市脚
すねおり

折雨
あま

乞
ごい

度
に
加
入
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
そ
の
人
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

65
歳
以
上
の
人
が
国
保
に
加
入
す

る
場
合
、
所
得
割
と
資
産
割
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
６
割
軽
減
該
当
者
を
除

き
、
均
等
割
は
半
額
、
旧
被
扶
養

者
の
み
の
世
帯
で
は
平
等
割
も
半

額
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
／
①
加
入
し
て
い
た
被
用

者
保
険
が
発
行
し
た
「
旧
被
扶

養
者
に
該
当
す
る
旨
」
が
記
載

さ
れ
た
資
格
喪
失
連
絡
票
・
印

鑑
を
持
ち
、
役
場
住
民
課
国
保

年
金
係
窓
口
に
て
国
保
加
入
手

続
き
を
行
う
。

　

②
減
免
申
請
書
を
提
出
す
る
。

※
減
免
申
請
を
し
な
い
と
減
免
さ

れ
ま
せ
ん
。

措
置
期
間
／
２
年
間

　

低
所
得
世
帯
の
た
め
の
軽
減
で

す
。
世
帯
主
（
世
帯
主
本
人
が
国

保
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
も
含

む
）
と
国
保
加
入
の
世
帯
員
の
前

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
と
も
な
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
ご
加
入
の
皆
さ
ま
の
税

負
担
が
急
に
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
軽
減
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
中
の
合
計
所
得
が
、
一
定
額
以

下
の
低
所
得
世
帯
と
判
定
さ
れ
る

と
保
険
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
公

的
年
金
に
係
る
所
得
は
、
所
得
か

ら
15
万
円
を
控
除
し
て
か
ら
算
定

し
ま
す
。
軽
減
額
は
、
次
の
表
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
／
不
要
で
す
が
、
世
帯
主

お
よ
び
国
保
加
入
者
に
所
得
の

未
申
告
者
が
い
る
場
合
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

問　

役
場
税
務
課
町
民
税
課
税
係

ｔ
内
線
１
９
５
・
１
９
６

※被扶養者を含め１６歳以上の加入者全員の
申告が必要です。

世
帯
の
国
保
加
入
者
数
が

減
っ
て
し
ま
っ
た
と
き

他
の
健
康
保
険
の
被
扶
養

者
か
ら
国
保
に
加
入
し
た

と
き
（
条
例
減
免
）

単
身
世
帯
に
な
っ
た
と
き

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す

情
報

レ
イ
ン
ボ
ー

世帯主（世帯主本人が国保に加入して
いない場合も含む）および国保加入
者全員の前年中所得の合計額

軽  減  額

33万円以下
均等割と
平等割の６割

33万円＋（24.５万円×世帯
主以外の被保険者数）以下

均等割と
平等割の４割

● 軽 減 額 の 基 準 ●
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三
千
メ
ー
ト
ル
の
高
山
を
体
験

し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

㊐
／
７
月
20
日
日　

内
容
／
乗の

り
く
ら鞍

岳だ
け

登
山
（
歩
３
時
間
）　

料
／
６

５
０
０
円
（
受
付
時
に
集
金
）
定

／
先
着
35
人
（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）　

申
／
６
月
29
日
日

午
前
９
時
30
分
～
11
時
に
中
央
公

民
館
に
て
受
付　

問
／
ｔ
２
９
２

―

４
７
７
５
体
協
山
岳
部
本
多

　

皆
様
の
心
に
響
く
歌
を
お
届
け
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
お
友
達
を
誘
っ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

㊐
／
７
月
６
日
日
午
後
２
時
開
演

場
／
東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル　

問

／
ｔ
２
９
４―

３
１
３
７
磯
島

㊐
／
７
月
20
日
日
午
後
４
時
～
６

時　

場
／
県
立
毛
呂
山
養
護
学
校

（
雨
天
時
は
体
育
館
）　

内
容
／

在
校
生
に
よ
る
出
し
物
、
太
鼓
、

ゲ
ー
ム
、
模
擬
店
、
作
業
所
に
よ

る
販
売
な
ど　

駐
車
場
／
大
類
グ

ラ
ウ
ン
ド
砂
利
駐
車
場　

場
・
問

／
県
立
毛
呂
山
養
護
学
校
ｔ
２
９

４―

７
２
０
０

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
ろ
う
と
頑
張
っ

て
い
る
女
性
だ
け
の
サ
ー
ク
ル
で

す
。
一
度
見
学
に
き
て
く
だ
さ
い
。

活
動
日
時
／
毎
週
金
曜
日
午
後
７

時
30
分
～
９
時
30
分　

場
／
中
央

公
民
館　

会
費
／
月
額
２
０
０
０

円
（
入
会
金
な
し
）　

問
／
ｔ
２

９
４―

０
７
２
７
岩
下

　

ダ
ン
ス
は
初
心
者
向
け
の
簡
単

な
も
の
で
、
先
輩
が
親
切
に
教
え

て
く
れ
ま
す
。
送
迎
は
山
根
荘
の

無
料
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

活
動
日
時
／
毎
月
第
３
・
４
金
曜

日
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分　

場
／
山
根
荘　

問
／
ｔ
２
９
４―

８
９
０
９
神か

ん

べ戸

　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
講
師
は
フ
ラ
ワ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
先
生
で
す
。

活
動
日
時
／
毎
月
第
３
金
曜
日
午

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

場
／

中
央
公
民
館　

会
費
／
１
回
２
５

０
０
円
（
材
料
費
込
み
、
入
会
金

な
し
）　

講
師
／
清
水
き
よ
み
問

／
ｔ
２
９
４―

６
４
６
７
吉
澤

　

戦
争
展
で
展
示
す
る
戦
争
中
の

実
物
資
料
や
写
真
な
ど
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
資
料

は
展
示
会
終
了
後
す
み
や
か
に
返

却
し
ま
す
。

募
集
資
料
／
戦
時
中
の
庶
民
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
示
す
も
の
、
軍
隊
生

活
に
関
わ
る
も
の
、
手
記
な
ど　

展
示
期
間
／
７
月
24
日
木
～
28
日

月　

展
示
場
所
／
Ｊ
Ｒ
浦
和
駅
西

口
前
コ
ル
ソ
７
階
ホ
ー
ル　

問
／

「
２
０
０
８
平
和
の
た
め
の
埼
玉

の
戦
争
展
」
実
行
委
員
会
ｔ
０
４

８―

８
２
５―

７
５
３
５

　

園
庭
や
お
部
屋
で
自
由
に
遊
べ

ま
す
。　

㊐
／
7
月
8
日
火
午
前
10
時
～
11

時　

場
／
養
光
保
育
園　

対
／
未

就
園
児
の
親
子　

申
・
問
／
前
日

ま
で
に
養
光
保
育
園
ｔ
２
７
６―

１
４
７
３
に
申
込
み

毛
呂
山
養
護
学
校

『
第
17
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
夏
祭
り
』

『
毛
呂
山
女
声
コ
ー
ラ
ス
』

会
員
募
集

毛
呂
山
コ
ー
ラ
ス

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

『
養
光
保
育
園
』園
庭
開
放

『
２
０
０
８
平
和
の
た
め
の
埼

玉
の
戦
争
展
』
展
示
品
募
集

『
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
』

参
加
者
募
集

山
根
荘
ダ
ン
ス
同
好
会

会
員
募
集

『
ハ
ッ
ピ
ー
ガ
ー
デ
ン
』

会
員
募
集　

情
報
交
換

サマージャンボ
宝くじの賞金は、
 １等・前後賞
あわせて３億円

１　等　２億円×40本
前後賞　各 5,000 万円
２　等　１億円×80本

この花にご注意�

　町内におい

て、オオキン

ケイギク（写

真）が数多く群生しています。この花

は、「外来生物法」により生態系を壊

す危険な外来種に指定されており、栽

培、販売、譲渡などが原則禁止されて

います。違反すると個人には３年以下

の懲役か 300 万以下の罰金、法人には

１億円以下の罰金が科せられます。

　庭先や田畑などで発見した場合は、

根から抜き取って結実を防ぐか焼却処

分するようお願いします。

※町ＨＰに写真を掲載しています。

問　生活環境課環境係

　ｔ ( ２９５）２１１２内線２１１・２１２

	危険な外来種

	オオキンケイギク

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771



健診※対象者には個別に通知します。
４か月児健診　　　
10か月児健診 　　
１歳６か月児健診　
３歳児健診
予防接種
ＢＣＧ予防接種

ポリオ

麻しん風しん（ＭＲ）予防接種

つくしんぼ（赤ちゃん）サロン
日　時　7月31日木 10:30～11:30（受付は10:00～10:15）
内　容　親子遊びの紹介、参加者の交流
対　象　３か月～１歳３か月の第一子

※対象者には個別に通知します。

　　　　7 月 25 日金・29 日火・30 日水　申 7 月 14 日月から

　　　　8 月 22 日金・26 日火・27 日水　申 8 月 11 日月から

　　　　・毛呂山・川角中学校以外の中学一年生

　　　　・高校三年生に相当する年齢の人

日　時

対　象

中学生・高校生の麻しん風しん（ＭＲ）の予防接種
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保健センターからのお知らせ保健センターからのお知らせ

成人健康相談
7月  8日火・25日金 9:30～11:30　場役場ホール

7月17日木　　　　  9:00～12:00　場保健センター

老人健康相談（山根荘利用者のみ）
7月10日木　　　　  9:30～11:30　場山根荘

電話相談　月～金曜日（祝日を除く）9:00～12:00

今月の健康

申込み・問合せ・実施場所
保健センター　℡ 049(294)5511

　小さなお子さんをもつ親御さんにとって歯
みがきをすることはひと苦労ですし、歯につい
て考えるのは後回しになりがちですが、子どもを
虫歯にしたくない、というのは皆さん同じ気持ち
ではないでしょうか。
　むし歯予防とひとことで言っても内容は様ざま
です。歯みがきをすることはもちろんのこと、早
寝早起きをし、おいしくご飯を食べ、元気良く遊
ぶ。規則正しい生活も元気な歯を育てるのに大切
な要素になります。
　さて、毛呂山町の子どもの歯の現状は、３歳児
でう蝕

しょく

（むし歯）のない者の割合が60％で坂戸保
健所管内７市町のうち６位となっています。また、
３歳児の一人平均う歯

し

数は1.3本（６位）、12歳
になると2.43本（7位）といずれもあまりいい結
果ではありません。
　保健センターでは乳幼児健診で歯科健診を、２歳
児で歯科教室を実施しています。むし歯予防には定
期的な歯の健診が必要です。保健センターの健診を
受けるとともに、虫歯がなくても家族でかかりつけ
の歯科医をもち、お子さんの口の健康に関心をもち
ましょう。

６月はむし歯予防月間です�

7月  3日木

7月31日木

7月  2日水

7月  1日火

7月  9日水

8月  4日月 
7月15日火

7月16日水 
7月  8日火 
8月  1日金 

子ども

健康相談

※保健センターへの電話のかけ間違いが大変多くな

っています。よくご確認のうえ、おかけください。

肝炎ウイルス検診（40 歳以上で未受診の人のみ）を受けましょう�
　肝炎ウイルスに感染していながら気付いていない人が、Ｂ型肝炎では全国で１１０～１４０万人、Ｃ型肝炎で

は２００～２４０万人存在しており、「２１世紀の国民病」ともいわれるようになりました。とくに、Ｃ型肝炎は、

自覚症状がないために肝硬変や肝臓がんへ移行する可能性が高いこともわかっています。判明している主な感染

経路としては、Ｃ型肝炎は血液感染や母子感染、Ｂ型肝炎は血液感染、母子感染、家族内感染や性感染がありま

すので、未受診の人は安心のためにも一度検診を受けることをお勧めします。

実  施  日 時  間 定  員 申込み受付期間

		7 月 29 日火 14:30 ～ 15:30 20 人 		6 月 27 日金 ～　7 月 15 日火

		8 月 22 日金 14:30 ～ 15:30 20 人 		7 月 28 日月 ～　8 月 11 日月

10 月			7 日火 14:30 ～ 15:30 20 人 		8 月 27 日水 ～　9 月 24 日水

11 月			7 日金 14:30 ～ 15:30 20 人 		9 月 29 日月 ～10 月 27 日月

12 月			5 日金 14:30 ～ 15:30 20 人 10 月 31 日金 ～11 月 21 日金

※都合により一部変更になる場合があります。詳しくは保健
センターにお問い合わせください。

申7/  2水から
申7/28月から
申7/  8火から
申7/  8火から
申7/  1火から
申7/25金から

場　所　埼玉医科大学病院健康管理センター

対象者　満40歳以上になる人（今年度40歳

　　　　になる人を含む）で過去に肝炎ウイ

　　　　ルス検査を受けたことがない人

内　容　血液検査

検診料　無料

申込み　保健センターで受付（電話可）

７月の在宅当番医
日にち 医療機関名 専　科 住　　所 電　話
7/21祝 平間小児科医院 小児科 毛呂山町旭台89-1 295-2655

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷38℡276ー1465）は、救
急部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。
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法律相談 人権・行政相談 心配ごと相談
	

結婚相談

教育相談 消費生活相談
	

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５友引 先負 赤口 先勝 友引

・幼児クラブ火曜コ
　ース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P9

・幼児クラブ木曜コ
　ース
　場児童館

・体育施設8月分調
　整会議
　場総合公園

６ ７ 七夕 ８ ９ 10 11 12先負　児 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

・８月分総合公園予
　約日
　場総合公園

図歴児体グテ ・幼児クラブ火曜コ
　ース
　場児童館
・ゆかた着付教室
　場福祉会館→P16

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P9

・幼児クラブ木曜コ
　ース
　場児童館
・子育てサロン
　場東公民館

・子ども映画会
　場図書館→P9
・トレーニング機器説明会
　場総合公園
・古文書解読教室
　場資料館→ P16

13 14 15 16 17 18 19仏滅　児 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

・めじろコンサート
　場東公民館
　→P18

図歴児体グテ ・消費生活地域講演
　会
　場福祉会館
　→P16

・おやじ広場
　場児童館→P9
・毛呂本郷夏祭り
　→P14

20 21 海の日 22 23 24 25 26大安　児 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

・毛呂本郷夏祭り
　→P14
・ペタンク大会
　場大類グラウンド
　→P16

図児
・小中学校夏季休業
　開始

歴 ・子育てサロン
　場東公民館

・休日納税・納入窓口
　場役場→P12
・おはなし会
　場図書館→P9
・親子藍染め教室
　場資料館→P16 

27 28 29 30 31赤口　児 先勝 友引 先負　児 仏滅

・休日納税・納入窓口
　場役場→P12

図歴児体グテ ・つくしんぼサロン
　場保健センター→P22
・夜間納税窓口
　場役場→P12
・児童館まつり
　場児童館→P9 場＝場所

 行事カレンダー
日 月

行事カレンダー7月の

７月の相談コーナー

毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

図図書館　歴歴史民俗資料館
児児童館　体総合公園体育館　
ググラウンド（大類・総合公園）
テ川角公園テニスコート

施設のお休みマーク

■弁護士（要予約）

　７月10日木、28日月

　13:30～16:00

■行政書士
　７月16日水

　10:00～15:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　土地家屋のトラブル、交

通事故、金銭貸借や補償、

相続問題など

７月10日木	13:00～16:00

場　所　役場会議室
問合せ　総務課自治振興係
　　　　ｔ内線314
　人権問題・行政に関する
苦情など

　月～金	10:00 ～ 16:30

場　所　教育センター

電話相談番号ｔ (295)2525

　不登校、いじめ、しつけ

など

毎週木曜日 10:00 ～ 15:00

場　所　役場相談室
問合せ　産業振興課商工観
　　　　光係ｔ内線175
　違法な契約や商品の苦情
など

毎週水曜日 10:00 ～正午

場　所　福祉会館
問合せ　社会福祉協議会
　　　　ｔ (295)3111
　生活上の悩み、困りごと
など 　相談を希望される方はお

気軽にご相談ください。後

日、町から依頼された結婚

相談員がご相談にのりま

す。

申込み・問合せ
　産業振興課農林係

　ｔ内線 172

福祉会館臨時休館 福祉会館臨時休館



毛
呂
山
思
い
出
写
真
館
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岩井地内金
こ ん ぴ ら ぐ う

比羅宮の写真

（昭和 47 年 3 月ごろ）（松田太郎さん提供）
　岩井地内にある「金比羅宮」の写真です。当時と現在とを比べると正面の道路が舗装され、
敷地内にある木が成長し、そして写真奥に泉野小学校が建設されるという具合に周囲は変わっ
ていますが、鳥

と り い

居や社
やしろ

は、まるでそこだけ時の流れが止まったかのように当時のままです。

人口　37,152 人 ( － 26 人 )
【男18,555人(－2人)　女18,597人(－24人)】
世帯　14,858 戸 ( ＋ 1 戸 )
※平成 20 年６月１日現在 ( カッコ ) 内は前月比

現在の風景

□広報もろやまは、役場ホール、両公民館、図書館、保健センター、教育センター、総合公園体育館、歴史民俗資料館、福祉会館に置いてあります。

広報もろやま　6 月 20 日号　Ｎｏ 814

■発行　毛呂山町

■編集　秘書広報課広報広聴係

〒 350 － 0493 埼玉県入間郡毛呂山町中央２丁目１番地

ＴＥＬ 049(295)2112　Ｆａｘ 049(295)0771

ＵＲＬ	http://www.town.moroyama.saitama.jp

徒然歳時記
　「夏は夜　月の頃はさらなり　闇もなほ　
蛍の多く飛び違ひたる　また　ただ一つ二つ
など　ほのかにうち光りて行くも　をかし」
　これは平安時代中期の女流作家清

せいしょうなごん

少納言により執筆され
た随筆「枕草子」の一節です。口語訳では、「夏は夜がよ
い。月の出ているころはいうまでもなく、闇夜でさえやは
り、蛍がたくさん乱れ飛んでいる光景はいいものだ。また、
ほんの一匹二匹と、かすかに光って飛んでいくのもいいも
のだ」とされます。このように平安の昔からホタルは、日
本の夏の風物詩として親しまれてきたといえます。
　ホタルのなかでもゲンジボタルは、その発光パターンが
西日本と東日本で違い、富士山を境に西日本に生息するホ
タルのほうが発光のテンポが速いそうです。
　日本におけるホタル観賞のことをホタル狩りといいま
す。町内でもホタル狩りを楽しめる場所がありますが、河
川の水質浄化が進めば、町内のもっとたくさんの川で、ホ
タルの乱舞を見ることが出来るようになるでしょう。皆さ
んも初夏の風情を楽しみにホタル狩りに出かけてみてはい
かがでしょうか。ただし、ホタル狩りだからといって、く
れぐれもホタルを捕まえたりはしないでくださいね。

ホタル
佐々木　仁

に な

菜ちゃん

　　　( １歳１か月 )
　大好きな杏

あ み

実お姉

ちゃんの後ろからハ

イハイで追いかけて

ます。早くお姉ちゃ

んと一緒に歩きたい

な・・・。

　本年１月に埼玉県から推薦をうけた「広報もろやま・

平成 19 年８月 20 日号」ですが、この度全国広報コ

ンクールの審査結果が発表され、町村の部で５席に入

選をしました。なんと全国６位です。頑張ると報われ

るものですね。これを励みにもっと皆さんに愛される

広報を作るため頑張っていきたいと思います。（Ｉ）

仲井　舷
け ん ご

悟くん

　　　( ２歳７ヶ月 )
　今年の春から週一

回、幼稚園に通い始め

ました。早く同年代の

お友達がたくさんで

きるといいね！
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